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『制度のポイント』
 ⼝座開設できるのは、⽇本国内に居住する０〜１９歳の未成年者。
 ⾮課税となるのは、上場株式・公募株式投資信託等の配当所得・譲渡所得。
 ２０１６年から２０２３年までの８年間買い付けが可能。
 ⾮課税投資枠は年間８０万円、⾮課税期間は最⻑５年間。
 ２０歳になるまで⾮課税での運⽤が可能。（制度継続中に２０歳になる場合、⾮課税のま

まＮＩＳＡ⼝座へのロールオーバーが可能）
 １⼈につき、開設できるジュニアＮＩＳＡ⼝座は１つ。（⾦融機関の変更不可）
 １８歳になるまで払出し制限あり。
 運⽤は原則、親権者等が運⽤管理者となり、未成年者の代理で⾏う。（運⽤管理者は、未

成年者の２親等以内の家族）
 運⽤資⾦は原則、⼝座開設者本⼈名義での振込に限る。

今回は、１月より口座開設の受付が開始された未成年者少額投資非課税制度（以下「ジュ
ニアＮＩＳＡ」）について、２０歳以上の方が利用できる少額投資非課税制度（以下「ＮＩＳＡ」）
と比較し、制度の違いや特徴などについて、解説致します。
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メリット１ 年間８０万円の⾮課税投資枠が最⼤５年間（合計400万円）利⽤可能
教育資⾦の運⽤に活⽤できる

メリット２ 贈与税の枠（年間１１０万円）の範囲内で資産を移動でき、贈与税はゼロ
相続対策にも活⽤できる

デメリット ＮＩＳＡのように⾃由な出⾦ができず、払い出し制限が設けられる
両親が⼦供名義で運⽤し、教育資⾦として利⽤するのが主な⽬的
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ＮＩＳＡ ジュニアＮＩＳＡ

⼝座開設
について

対象者 ⽇本在住で２０歳以上
（注１）

⽇本在住で０歳〜１９歳
（注２）

必要提出書類
基準⽇の住所が記載された

住⺠票・除票等
（注３）

マイナンバー

⾦融機関変更可否 可能 不可能

取引に
ついて

取引主体者 ⼝座名義⼈（本⼈） 親権者

⾮課税投資枠 120万円／年（注４） 80万円／年

⾮課税期間 最⻑５年

⾮課税制度期間 2023年（平成３５年）まで

対象商品 上場株式、投資信託

払出制限 なし １８歳まで払出不可（注５）

（注１）ＮＩＳＡ⼝座を開設される年の１⽉１⽇現在で満２０歳以上の居住者等に該当する⽅
（注２）ジュニアＮＩＳＡ⼝座を開設される年の１⽉１⽇現在で１９歳以下の居住者等に該当する⽅
（注３）２０１８年（平成３０年）分のＮＩＳＡ⼝座開設より、マイナンバーを⽤いた⼿続き簡素化が検討されています
（注４）２０１６年分より、従来の１００万円／年から２０万円／年増額
（注５）災害時等を除き、途中で払出し（出⾦等）をされた場合には、⽣じた利益に対して遡及して課税されます
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成⼈

出所：⾦融庁ＨＰより三菱アセット・ブレインズ作成
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それでは、実際にジュニアNISAで投資をした場合のお⾦の流れを⾒てみましょう（次⾴、Ｐ
33）。毎年上限額の80万円を投資すると仮定します。
実は「ジュニアNISA⼝座」を開設すると、⾃動的に「課税ジュニアNISA⼝座」という⼝座が

⼀緒に作られます。この⼝座では、株式を売った際の売却代⾦や配当、投資信託の売却代⾦や分
配⾦などの利益が管理されます。この⼝座にあるお⾦を、別の年のジュニアNISAの投資資⾦に
する（再投資する）ことも可能です。
「課税ジュニアNISA⼝座」で管理しているお⾦も、「ジュニアNISA⼝座」で投資した資⾦同

様払い出すことはできませんが、18歳になったら⾃由に払い出せます。
現状では、ジュニアNISAは2016年1⽉から2023年12⽉までの8年間の制度となっています。

NISAと同様に、制度の恒久化が望まれていますが、もし、2023年で制度が終了となり、その時
に⼝座名義⼈が18歳未満だった場合はどうなるのでしょうか。
ジュニアNISA⼝座で運⽤していたお⾦は「継続管理勘定」という新たな⼝座に移管（ロール

オーバー）されて、20歳まで⾮課税で保有できます。18歳になったら払い出してもいいですし、
新たな⼿続きを⾏わずNISA⼝座に引き継ぐことも可能です。
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出所：⽇本証券業協会ＨＰ等より三菱アセット・ブレインズ作成
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⼤学⼊学までの期間 ⼗分に時間がある
（例：⼦や孫が０〜８歳）

あまり時間がない
（例：⼦や孫が１４歳〜１７歳）

運⽤スタイル ⼤学⼊学時までに運⽤資産のリターンが最⼤になるよ
うな運⽤を⽬指す

ＮＩＳＡに引き継ぐことを前提に経験を積み、最終的には
⻑期・分散投資

投資対象例 ・分配よりも資産成⻑を重視
・バランスファンドやターゲットデートファンドなど

・基本的に⾃由
・最終的には、⻑期の成⻑が望める投資対象にシフト
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